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わる唾液中成分の単相関は， Lactase dehydrogenase (LDH) は刺激唾液流出量と負の，遊離 Hemoglobin (Hb) 
と正の有意な相聞が見られた。さらに LDH の濃度に関する線形回帰では， CPI が 3 と 4 の部位数，刺激唾液























考えられ，刺激睡液の麟蝕予防における大きな役割を示した。睡液中成分は， Lactase dehydrogenase (LDH) 




333 名の内， I服薬が無く，生化学検査等でも医療が必要な項目がない」被験者 42 名を対象に，刺激唾液流出
量の口腔内と全身の健康に関する因子を用いた線形回帰で、は，体重と喫煙歴，もしくは体重と性別が抽出され
た。この結果を基に， 日本人成人健常者の平均的な刺激唾液流出量は，改良刺激唾液採取法を用いた場合，体
重 50kg で1.7mllmin, 60 kg で 3.6mllmin と算出された。体重は性別と同様に，唾液腺自体の大きさに直接影
響する因子と考えられる。さらに，身長と違って生活習慣や年齢によってその値が大きく変化する因子でもあ
る。以上の研究から，刺激唾液の口腔と全身の健康への強い関与が示されたと共に，一般的に臨床診断基準と
して使用されている睡液分泌量のみを診断する臨床診断基準には，体重をも考慮する必要性が示された。
本研究は，刺激唾液の解析を通して，口腔内と全身との関連について深く考察し，日本人成人健常者の平均
的な刺激睡液流出量や唾液の臨床診断や全身の健康稚持に必要な情報を示したことで，今後の医療界の全身に
貢献すること大である。よって，本論文を博士(歯学)の学位を授与するのに相応しいものと判定する。
- 90 一
